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筆
者
に
は
大
変
尊
敬
す
る
女
性
が
い
る。
今
年
の
十
月
に
亡
く
な
っ
た
緒
方
貞
子
さ
ん
で
あ
る。
緒
方
さ
ん
は、
戦
前
に
米
国
と
中
国
で
幼
少
期
を
過
ご
し
た「
帰
国
子
女
」
で
あ
る。
英
語
が
堪
能
で
あ
る
こ
と、
国
際
政
治
学
者
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
い
た
こ
と
に
加
え
て、
曽
祖
父
が
五
・
一
五
事
件
で
暗
殺
さ
れ
た
当
時
の
首
相（
犬
養
毅
）
と
い
う
名
家
の
生
ま
れ
と
い
う
三
拍
子
が
そ
ろ
っ
た
緒
方
さ
ん
に、
日
本
政
府
が
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
応
募
を
打
診
し
た
と
聞
く。
六
十
三
歳
に
な
る
ま
で
大
学
教
員
で
あ
っ
た
彼
女
が、
弁
務
官
と
し
て
ど
れ
ほ
ど
の
力
を
発
揮
す
る
の
か
未
知
数
で
あ
っ
た
が、
備
え
持
つ
実
力
が
彼
女
を
押
し
も
押
さ
れ
も
し
な
い
「世界の緒方」
に押し上げ
た。
彼女の活躍が
あった
か
ら
こ
そ、
国際
舞
台
で
の
今
日
の
日
本
人
女
性
の
活
躍
へ
と
つ
な
が
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろう。　
さ
て、
で
は日本に
お
け
る女性の活躍は
ど
う
で
あ
ろ
う。
近年、
日本
政
府
は、
日
本
の
近
未
来
社
会
の
姿
と
し
て
Society 5 .0  な
る
も
の
を
提
唱
し
て
い
る。
内閣府ホーム
ページ
を見る
と、
Society 5 .0  と
は、
狩猟社
会
（
Society 1 .0 ）、
農耕社会
（
Society 2 .0 ）、
工業社会
（
Society 3 .0 ）、
情報社会
（
Society 4 .0 ）
の次に続く 会の姿で
あ
り、
「サ
イ
バー空間
（仮想空間）
と
フィジ
カ
ル空間
（現実空間）
を高度に融合さ
せ
た
シ
ス
テ
ム
に
よ
り、
経
済
発
展
と
社
会
的
課
題
の
解
決
を
両
立
す
る、
人
間
中
心の社会
（
Society ）」
で
あ
る
と謳って
い
る。
こ
の
Society 5 .0  実現の
た
め
に、
取
り
組
む
べ
き
こ
と
の
一
つ
と
し
て
女
性
の
活
躍
の
促
進
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る。
公
正
な
社
会
の
実
現
と
共
に、
人
口
の
半
分
を
占
め
る
女
性
の労働力に期待し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い人口減少社会の日本に
とって、
言わ
れ
る
ま
で
も
な
く、
様々な場に
お
け
る女性の活躍は重要で
あ
る。
　
こ
の
よ
う
な状況の下、
本年七月九日に本学で、
上野千鶴子氏に
よ
る「
こ
れ
か
ら
女
子
の
生
き
る
道
」
と
銘
打
っ
た
特
別
講
演
が
あ
っ
た（
詳
細に
つ
い
て
は本誌掲
載）
。
こ
の講演か
ら、
現在の日本は日本人女性
が
活
躍
す
る
社
会
と
は
程
遠
い
状
況
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る。
一
九
八
五
年
に制定さ
れ
た
「男女雇用機会均等法」
（均等法）
は、
名称通り
に受
け
と
れ
ば、
男
女
の
雇
用
の
機
会
が
均
等
に
行
き
届
く
よ
う
制
定
さ
れ
た
法
律と考え
ら
れ
る。
し
か
し、
当初
「募集
・
採用」
及び
「配置
・
昇進」
は
努
力
義
務
に
と
ど
ま
っ
た。
そ
の
後
の
均
等
法
改
正
に
よ
り、
こ
れ
ら
の
性
差
別
は
禁
止
と
な
っ
た
が、
罰
則
規
定
は
な
い。
さ
ら
に
は、
均
等
法
施
行
前
に、
キ
ャ
リ
ア
の
道
を
総
合
職
と
一
般
職
の
二
つ
に
分
け
る
コ
ー
ス
別
雇
用
管
理
制
度
が
整
っ
た。
こ
の
制
度
に
よ
り、
男
女
は
同
等
な
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
ら
れ
た
が、
結
果
と
し
て、
一
握
り
の
女
性
が
総
合
職
に
就
い
た
だ
け
で
あ
り、
女
性
の
大
半
が
占
め
る
一
般
職
は、
パ
ー
ト
や
非
正
規
雇
用
の
拡
大
に
よ
り
崩
壊
し
つ
つ
あ
る。
ま
た、
一
九
九
五
年
に
は
当
時
の
日
経
連
が
『新時代の
「日本的経営」
 ―
 挑戦す
べ
き方向と具体策』
を発表し
た。
こ
れ
に
よ
り、
人
材
管
理
は
三
タ
イ
プ
に
分
か
れ、
本
学
の
多
く
の
女
子
学
生
が
憧
れ
る
語
学
と
い
っ
た
専
門
能
力
を
活
用
し
た
業
務
は、
世
に
い
う「派遣さん」という不安定な雇用形態となった。　
政
府
は、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
女
性
管
理
職
を
め
ざ
す
と
い
う数値目標を掲げ
た
も
の
の、
二〇一六年現在で女性が占
め
る
民
間
企
業
の
課
長
担
当
職
以
上
の
割
合
は
た
っ
た
九
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る。
先
に
挙
げ
た
国
際
舞
台
で
の
日
本
人
女
性
の
活
躍
を
思
え
ば、
こ
の数値はあまりにお粗末である。　
女性の活躍は、
Society 5 .0  が
め
ざ
す近未来社会で重要視さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず、
こ
の
状
態
で
は
机
上
の
空
論
と
な
っ
て
し
ま
う。
理
系
は
男
性、
文
系
は
女
性
と
い
っ
た
性
別
に
よ
る
学
問
の
選
択、
働
く
女
性
の
家
事
・
育
児
負
担、
男
女
双
方
に
の
し
か
か
る
長
時
間
勤
務
な
ど、
な
か
な
か
払
拭
で
き
な
い
身
近
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
イ
ッ
シ
ュ
ー
を
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば、
女
性
の
活
躍
は
望
め
な
い。
女
性
の
活
躍
実
現
を
め
ざ
す
に
は、
こ
れ
ら
に
対
す
る
行
政
の
取
り
組
み
強
化
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と、
そ
れ
と
同
時
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は、
男
女
個
々
人
の
内
に潜む根深いジェンダーバイアスを取り除く意識改革である。
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